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人口6，082人（△3）

　男　2，933人（△2）

　女3，149人（△1）

世帯数1，759戸（1）
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豪察には膣た1，＿ス禦＿り一回”

　6月11日、本町スポーツ少年団の相互の理解と健全な活動を目

的とした結団式が、東郷小学校体育館で行われました。

　参加したのは、今年度登録の10団体、絢200名の団員とその二

士で、式終了後には、剣道・空手少年団による型や組み手の模範

演技があり、さかんな拍手を受けました。
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平成元年7月号（2）こう、
つ町報と

　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

さ
ら
に
充
実
し
た

　　

@　

@
住
民
検
診

　
町
は
毎
年
夏
期
に
、
結
核
検
診
と
一
般
健
康
診
査
を
同
時
に
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
検
診
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
こ

の
結
核
検
診
と
「
般
健
康
診
査
を
別
々
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
般
億
康
診
i

　
今
回
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
項
目

は
、
血
液
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

肝
機
能
検
査
）
な
ど
で
、
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
の
に
重
要
な
目
や
す
と

な
る
も
の
で
す
。
　
一
般
健
康
診
査
の

対
象
と
な
る
の
は
、
四
十
歳
以
上
の

方
で
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
」
意
識
を
高
め
、
対
象
者
全
員

が
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
従
来
は
、
保
健
所
に
よ
る
検

診
だ
け
で
し
た
が
、
今
回
か
ら
は
保

健
所
に
よ
る
検
診
地
区
と
東
郷
病
院

の
医
師
に
よ
る
検
診
地
区
に
分
け
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
郷
病
院
の
医
師
に
よ
る
検
診
地

区
及
び
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
他
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

保
健
所
に
よ
る
検
診
と
な
り
日
程
は

十
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
検
診
に
伴
い
東
郷
病
院
（
内

科
）
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
、

一
般
診
療
を
休
診
い
た
し
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

結
核
検
診

　
結
核
検
診
は
、
七
月
二
十
四
日
か

ら
八
月
四
日
ま
で
各
地
区
に
お
い
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
受
診
票
を
、
各
組
合
長
さ
ん
よ
り

配
布
し
て
戴
き
ま
す
の
で
、
当
日
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
受
診
票
の

な
い
方
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
当

日
受
付
け
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
者
は
町
内
に
在
住
す

る
十
六
歳
以
上
の
町
民
全
景
で
す
。

（
た
だ
し
、
学
校
で
受
診
す
る
高
校

生
、
勤
務
先
で
受
診
す
る
会
社
員
、

妊
婦
な
ど
は
除
き
ま
す
。
）

平成元年度一般健康診査日程表（東郷病院による実施分）

実　施　組　合　名 場　　　　　所 実施期日 受　付　時　間

前田．中水流 鶴野内公民館 7月6日 9：00～10：00

鶴
　
野
　
内

鶴野内下村 〃 7月13日 〃

山内．中山．白白 〃 7月20日 〃

大工野 大工野集落センター 7月27日 〃

地内．東下一部 迫野内公民館 8月10日 〃

迫
野
内

東上．東下一部 〃 8月17日 〃

西谷。鹿瀬 〃 8月24日 〃

八
　
原

重詠重原全区　1

八重原公民館 9月7日 〃

田野．稲葉野 1田　野　公　民　館 9月14日 〃田
　
野 ワラビノ 〃 9月21日 〃

領野．沖之水流

H坂．六野　　i 羽　坂　公　民　館 9月2鴫　　〃羽
　
　
　
坂

井尻．深瀬．日下道

�c
〃 10月5日　　　1 〃

※上記以外の地区は保健所による検診地区となり10月以降に実施します

　（但し、小野田区は6月に東郷病院医師により実施済み）

’
　
　
一

つ、
つ町報と〔3）平成元年7月号

騒
自
動
自
a
鞠
會

等
で
使
用
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

軽
自
動
車
等
の
廃
車
届
を
し
な
い
と

い
つ
ま
で
も
あ
な
た
に
軽
自
動
車
税

が
か
か
り
ま
す
。

　
廃
車
届
に
は
、
車
検
証
と
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
原
動
機
付
自
転
車
を
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
た
ま
ま
解
体

に
出
し
た
た
め
、
プ
レ
ー
ト
が
な
い

と
き
は
、
税
務
課
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
は

早
目
に
申
請
を
し
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型

自
動
車
（
以
下
「
軽
自
動
車
等
」
）

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
次
の
点
に
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

変
更
等
の
届
出

　
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
経
験
の
あ
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
届
出
先
〉

◎
宮
崎
県
ナ
ン
バ
ー
1
1
宮
崎
県
軽
自

　
動
車
協
会

◎
東
郷
町
ナ
ン
バ
ー
ー
町
税
務
課

名
義
変
更
届

　
古
い
車
を
下
取
り
に
出
し
て
、
新

し
い
車
に
買
い
変
え
た
の
に
、
二
台

分
の
税
金
の
通
知
が
き
た
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
軽
自
動
車
等
を
他
人
に
売
っ
た
と

き
は
、
買
っ
た
人
の
名
前
に
名
義
を

変
更
し
て
お
か
な
い
と
、
い
つ
ま
で

も
あ
な
た
に
軽
自
動
車
税
が
か
か
り

ま
す
。

　
　
　
廃
　
車
　
届

　
今
ま
で
使
っ
て
い
た
軽
自
動
車
等

を
解
体
し
た
り
、
車
検
切
れ
や
故
障

住
所
変
更
届

　
結
婚
や
就
職
な
ど
で
、
軽
自
動
車

等
を
持
っ
た
ま
ま
町
外
に
転
出
し
た

人
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
原
動
機
付
自
転
車
の
場
合

は
、
転
出
先
の
市
町
村
で
新
規
取
得

の
届
出
を
す
る
こ
と
で
、
住
所
変
更

届
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

車
検
用
の
納
税
証
明

　
軽
自
動
車
の
車
検
を
受
け
る
と
き

は
、
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
が
、

こ
の
納
税
証
明
書
は
領
収
書
で
兼
ね

て
い
ま
す
の
で
、
車
を
車
検
に
出
す

と
き
は
、
こ
の
領
収
書
（
納
税
証
明

書
）
を
整
備
工
場
の
人
に
渡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
納
税
証
明
書
を
受
取
り
に
、

整
備
工
場
の
人
が
税
務
課
ま
で
来
ら

れ
ま
す
が
、
軽
自
動
車
税
を
納
め
た

ら
す
ぐ
に
、
車
検
証
と
一
緒
に
保
管

し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　
な
お
、
紛
失
し
た
と
き
に
は
税
務

諜
で
納
税
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

観
務
職
員
募
集

　
人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
、
税

務
職
員
（
税
務
大
学
校
並
日
通
科
研
修

生
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
国
家
公
務
員
採
用
m
種
試
験
（
税

務
）
に
合
格
し
、
税
務
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
ま
す
と
、
税
務
大
学
校
普

通
科
に
入
校
し
ま
す
。
税
務
大
学
校

普
通
科
で
は
、
　
一
年
間
税
務
職
員
と

し
て
の
基
礎
的
教
育
を
受
け
、
そ
の

後
税
務
署
に
お
い
て
国
税
の
仕
事
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一、

�
ｱ
資
格
　
昭
和
四
十
四
年
四

　
　
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四

　
　
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　
　
試
験
は
高
校
卒
業
程
度
で
す
。

二
、
受
付
期
間
　
平
成
元
年
七
月
五

　
　
日
か
ら
七
月
十
二
日
ま
で
。

三
、
申
込
先
　
福
岡
市
博
多
区
博
多

／／
＼

＼

／

．
純
／

戸
5
．

　
　
駅
東
二
一
十
一
－
一

　
　
人
事
院
九
州
事
務
局

四
、
試
験
日

　
　
第
一
次
　
平
成
元
年
十
月
一
日

　
　
第
二
次
　
平
成
元
年
十
一
月
初

　
　
旬
か
ら
中
旬

五
、
申
込
用
紙
の
請
求
及
び
問
い
合

　
　
せ
　
人
事
院
九
州
事
務
局

〔
倉
0
9
2
（
4
3
1
）
7
7
3
3
〕

　
　
熊
本
国
税
局

〔
雪
0
9
6
（
3
5
4
）
6
1
7
1
〕

　
　
延
岡
税
務
署

〔
盈
0
9
8
2
（
3
2
）
3
3
0
1
〕

ト
ラ
ク
タ
ー
の
届
出

　
ト
ラ
ク
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
は

軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
町
民
税
の
申
告

で
所
得
の
計
算
上
、
減
価
償
却
費
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
一

　
延
岡
税
務
署
で
は
、
次
に
よ
り
「

税
に
関
す
る
作
文
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一、

桾
蜴
相
i
　
高
校
生
・
中
学
生

二
、
締
切
　
高
校
生
九
月
五
日

　
　
　
　
　
中
学
生
九
月
十
九
日

三
、
学
校
　
高
校
生
三
〇
〇
〇
字
以
内

　
　
字
数
■
中
学
生
一
六
〇
〇
字
以
内

「
税
こ
関
す
る
作
文
」
募
集

四
、
内
容
　
税
に
つ
い
て
の
こ
と
な

　
　
　
　
ら
何
で
も
よ
い

五
、
表
彰
　
優
秀
作
文
に
は
、
表
彰

　
　
　
　
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

※
原
稿
の
終
り
に
、
住
所
・
氏
名
・

　
性
別
・
学
校
名
・
学
校
の
所
在
地

　
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

六
、
提
出
先
　
東
郷
町
役
場
税
務
課

幾
にノy

懸蓮



平成元年7月号（4）つ、
つ町報と

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
の
期
日
決
ま
る

　　

@　

@
告
示
日
　

月
■
日
…
㈹

　　

@　

@
投
票
日
　
　
月
回
日
日

　
任
期
満
了
に
よ
る
町
長
及
び
町
議

会
議
員
選
挙
の
期
日
が
八
月
一
日
告

示
、
八
月
六
日
投
票
と
決
定
し
ま
し

た
。
、　

こ
の
選
挙
は
、
地
方
自
治
の
基
盤

と
な
る
大
切
な
選
挙
で
あ
る
と
と
も

に
私
た
ち
の
く
ら
し
に
直
結
し
た
重

要
な
選
挙
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
有
権
者
全
員
が
深
く

認
識
し
、
ま
た
、
自
分
の
判
断
、
自

分
の
考
え
で
悔
い
の
な
い
一
票
を
投

じ
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
み
ん

な
で
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
選
挙
人
名
簿

　
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
そ
う
で
す

が
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿

　
　
　
、

　
　
　
ノ

　
　
　
、

　
　
　
ノ

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、

①
日
本
国
民
で
あ
る
。

②
年
令
が
二
十
歳
以
上
で
あ
る
。

③
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
、
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所
が

あ
る
。

　
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
町
長
及
び
町
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
時
登
録
の

基
準
日
等
は
次
の
と
お
り
で
す
．
、

▼
基
準
日

　
七
月
三
十
一
日
（
昭
和
四
十
四

　
年
八
月
七
目
生
の
者
ま
で
）

▼
登
録
日

　
七
月
三
十
一
日

　
づ

）（
▼
縦
覧
期
間

　
八
月
一
～
二
日

▼
転
入
者
の
登
録

　
四
月
三
十
日
ま
で
に
転
入
届
を

　
提
出
し
た
者

▼
転
出
者
の
登
録
抹
消

　
三
月
三
十
日
ま
で
に
転
出
し
た

　
者
は
基
準
日
で
抹
消

　
三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
五
日

　
ま
で
に
転
出
し
た
者
は
投
票
日

　
で
抹
消

　
立
候
補
届
出
等

　
　
　
　
　
説
明
会

日
時
　
七
月
十
一
日
㈹

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

《蛎舗ト揮動
　　　　　　　血」武鯛一

…
篭〆灸矯／／

つ
一
〇
　
騨

職
働

　
　
0

　
　
　
場
所

　
　
　
‘
し

つ
（
　
暗

　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

正
確
な
は
か
り
を

　
　
　
　
使
っ
て
い
ま
す
か
？

　
計
量
器
の
定
期
検
査
が
七
月
十
三

日
、
東
郷
町
役
場
玄
関
前
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
計
量
器
を
取
引
、
証
明
等
に
使
用

す
る
場
合
は
、
か
な
ら
ず
定
期
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
家
庭
内
の
料
理
用
は
か
り
や
体
重

計
な
ど
目
安
用
の
は
か
り
は
、
検
査

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
々
で
も
、
取
引
等
に
使
用
す
る
は

か
り
は
検
査
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

証
明
に
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学

校
の
体
重
測
定
等
も
入
り
ま
す
の
で

検
査
が
必
要
で
す
。

　
検
査
は
、
市
で
は
毎
年
一
回
、
町

村
で
は
三
年
に
一
回
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
定
期
検
査
を
受
け

る
時
に
は
、
手
数
料
が
必
要
で
す
。

　
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い
は
か

り
を
取
引
等
に
使
用
す
る
こ
と
は
、

計
量
法
違
反
と
な
り
、
発
見
さ
れ
る

と
告
発
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
定
期
検
査
場
に
持
参
で
き

な
い
大
型
は
か
り
は
、
そ
の
所
在
の

場
所
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
検
査
は
、
定
期
検
査
以
外
の
日
に

行
わ
れ
、
検
査
に
用
す
る
実
費
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

／緬㌧ 東

郷
駆
車
裂

・
銭

億
劇

水
辺
に
や
す
ら
ぎ
心
に
ゆ
と
り

　
建
設
省
、
県
及
び
市
町
村
で
は
、

毎
年
七
月
を
河
川
愛
護
月
間
及
び
海

岸
愛
護
月
間
と
定
め
、
川
や
海
を
き

れ
い
に
し
ょ
う
と
い
う
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
川
や
海
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
生

活
空
間
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
共
通
の
財
産
で
す
。
自
分
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
手
で
、
大
切
な
川

や
海
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

つ、
つ町報と（5）平成元年7月号
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0

薇

　　▼寺迫が優勝
　　～町青年バレーボール大会～

　町青年団バレーボール大会が6月11日、

中央公民館で開催され、各地区の青年団1〔

チームが参加して熱戦が繰り広げられまし

た。

　結果は次のとおりです。

　　優勝寺迫Aチーム

　　準優勝　一二チーム

　　3位福瀬チーム

擁
驚
耀
灘

▲新鮮な感動
　6月13日、坪谷中学校体育館で宮崎県青少年

芸術劇場が開かれました。

　これは、すぐれた芸術作品を青少年に身近に

親しんでもらうため、昭和42年から県が実施し

ているもので、当日は、坪谷小学校、越表小学

校、坪谷中学校の児童、生徒約120名が歌とオペ

ラを鑑賞しました。

　
．
3
認

ぜ
琴

　　　　　▲団体優勝
　　　　　　　　　　～子牛郡共進会～

　5月23日に延岡家畜市場で行われた6月期子

牛郡共進会において、本町から5頭が出場し、

見事団体優勝を遂げました。

　また、6月7日～9日まで、同市場で開かれ短
歌
1

　また、6月7日～9日まで、同市場で開かれ

た6月期子牛セリ市には、本町から合計74頭が

出場し、平均価格は、雌子牛411，666円、去勢子

牛476，417円でした。

　これは、前々回の2月に比べると約7万円下

落しています。

灘総

尾
鈴
短
歌
会

　　　　▲企業懇談会
　町が毎年行っている町内企業との懇談会が、

5月23日午後2時から役場講堂で行われました。

　出席したのは、企業の代表者12名と商工会長、

町長及び町議会議長で、意見交換の中では、「町

の住みやすい条件づくり」や「労働力対策」な

ど活発な意見が数多く出されました。

川
の
辺
に
芽
ぶ
き
き
ら
め
く
猫
柳
風

に
揺
れ
つ
つ
水
に
映
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

冠
岳
の
桜
咲
き
そ
め
春
雨
の
静
か
に

降
り
て
薄
霧
の
わ
く

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

暖
冬
に
春
寒
あ
り
て
か
む
り
山
に
と

ま
ど
い
咲
き
し
山
桜
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

北
陸
の
旅
の
こ
と
を
ば
な
を
聞
け
ば

読
ん
で
く
れ
た
か
と
酒
つ
ぎ
く
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

気
品
あ
り
優
し
さ
の
あ
る
女
人
像
娘

が
画
け
り
こ
の
油
絵
は

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄



平成元年7月号（6）、
つ

こ
・
つと報町
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名
誉
町
民
小
野
弘
さ
ん
が
逝
か
れ

て
一
ヶ
年
が
近
づ
い
た
。
小
野
さ
ん

は
町
長
、
県
議
会
議
員
、
県
森
林
組

合
長
等
の
行
政
上
の
功
績
も
大
き
か

っ
た
が
、
ま
た
、
一
面
文
芸
に
優
れ

た
も
の
が
あ
っ
た
。

　
氏
が
短
歌
に
親
し
ん
で
い
る
こ
と

は
う
っ
す
ら
知
っ
て
い
た
が
、
短
歌

ば
か
り
で
な
く
、
随
筆
文
を
も
多
く

綴
っ
て
い
る
。

　
過
月
、
私
は
小
野
十
四
生
さ
ん
の

案
内
を
受
け
田
野
の
自
宅
を
訪
問
し
、

奥
さ
ん
キ
ミ
エ
さ
ん
の
許
し
を
得
て

ノ
ー
ト
類
、
日
記
、
書
籍
、
写
真
等

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
ず
、
驚
い
た
こ
と
は
山
と
積
ま

れ
た
五
十
冊
近
い
日
記
、
終
戦
前
後

の
粗
末
な
紙
を
自
分
で
綴
り
作
っ
た

装
丁
も
き
れ
い
な
日
記
帳
、
毎
年
欠

か
さ
ず
続
け
て
い
た
そ
の
努
力
。
随

筆
集
も
終
戦
時
の
粗
末
な
ノ
ー
ト
に

町
長
、
県
議
、
森
林
組
合
長
時
代
の

も
の
が
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
短
歌
は
こ
れ
ま
た
、
粗
末
な
ノ
ー

ト
に
二
十
歳
代
よ
り
書
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
数
が
四
百
余
首
に
及
ん

で
い
る
の
に
全
く
敬
服
し
た
。
あ
の

東
奔
西
走
の
激
務
の
中
で
も
常
に
歌

心
を
持
ち
、
折
に
ふ
れ
歌
を
詠
ん
で

い
た
。

　
二
＋
歳
時
の
歌

O
楠
森
の
空
を
静
か
に
大
鷹
の

　
群
れ
て
飛
ぶ
み
ゆ
秋
晴
れ
の
午
后

O
打
ち
揃
ひ
こ
の
初
春
を
祝
ふ
と
て

　
め
で
た
き
酒
を
く
み
に
け
る
か
も

町
長
、
県
議
時
代
に
詠
ん
だ
と
思
わ

れ
る
秀
歌
を
あ
げ
て
み
る
と
、

O
塞
く
み
て
語
る
友
ほ
し
、
初
春
の

　
夕
べ
雪
ふ
る
山
里
の
家

O
稲
の
穂
に
雀
が
一
羽
と
ま
り
お
り

　
み
れ
ば
淋
し
き
秋
の
雨
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
こ
つ
　
こ

O
水
底
に
石
を
数
ゆ
る
支
笏
湖
の

　
水
の
ひ
ろ
が
り
霧
立
ち
亘
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
に
て
）

　
歌
が
牧
水
調
な
の
は
当
然
で
あ
る
。

氏
が
牧
水
を
知
っ
た
の
は
宮
崎
農
学

校
時
代
で
、
同
級
生
坂
本
君
（
西
臼

杵
郡
出
身
）
が
『
短
歌
作
法
』
と
い

う
牧
水
著
書
を
持
っ
て
い
た
。
坂
本

君
が
「
こ
の
本
は
君
の
村
よ
り
出
た

有
名
な
歌
人
牧
水
の
著
な
り
」
と
言

っ
た
。
こ
の
坂
本
君
の
言
葉
を
聞
き
、

郷
土
か
ら
出
た
歌
人
牧
水
を
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
事
を
大
い
に
恥
じ
た

と
日
記
に
書
い
て
い
る
。

　
そ
れ
か
ら
牧
水
研
究
に
魂
を
入
れ

た
。
牧
水
歌
集
や
短
歌
研
究
を
進
め

て
行
っ
た
。
町
長
時
代
に
な
っ
て
牧

水
全
集
を
手
に
入
れ
、
牧
水
生
家
保

存
や
、
歌
碑
建
設
、
牧
水
顕
彰
会
設

立
、
記
念
館
建
設
等
に
尽
力
し
て
い

る
．
、　

牧
水
高
弟
大
悟
法
利
雄
氏
が
坪
谷

を
訪
れ
る
た
び
に
、
氏
よ
り
牧
水
研

究
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
て
い
る
。

田
野
の
自
宅
に
宿
泊
を
願
っ
て
ま
で

牧
水
の
こ
と
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
。　

か
く
し
て
小
野
弘
さ
ん
の
短
歌
の

道
は
開
け
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
都
甲
鶴
男

鴛鍵∫必客．嘘繍

　　▲牧水記念館

⑤
牧
水
の
歌

町
内
の

歌
碑
め
ぐ
り

　
く
東
郷
中
学
校
v

教
育
長渡

辺
邦
彦

　
う
つ
く
し
く
　
清
き
思
ひ
出
　
と

ど
め
お
か
む
　
願
ひ
を
持
ち
て
　
今

を
す
ご
せ
よ

　
東
郷
中
学
校
の
正
門
の
す
ぐ
傍
に
、

尾
鈴
連
峰
を
背
景
に
し
て
こ
の
歌
碑

が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
碑
は
昭
和
六
十
年
三
月
十

八
日
（
同
校
卒
業
式
の
日
）
に
除
幕

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
皆
さ
ん

ご
承
知
の
と
お
り
牧
水
生
誕
百
年
の

記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
卒
業
を
前

に
し
て
、
二
月
中
三
年
生
の
父
母
の

会
（
学
年
委
員
長
は
都
甲
哲
郎
さ
ん
）

が
開
か
れ
、
卒
業
記
念
に
何
を
学
校

に
贈
ろ
う
か
と
い
う
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
．
、
そ
の
結
果
、
　
「
牧
水
生
誕

百
年
の
年
で
も
あ
る
の
で
、
牧
水
歌

碑
を
建
立
し
よ
う
」
と
話
が
ま
と
ま

り
、
学
校
側
へ
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ

「
是
非
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
歌
の
選
定
に
あ

た
っ
て
は
関
係
の
皆
さ
ん
に
も
相
談

し
、
生
徒
の
意
見
も
聞
い
て
こ
の
歌

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
次
は
石
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
幸
い
父
母
の
中
に
、
以
前

か
ら
耳
川
の
石
を
目
に
と
め
て
い
た

方
が
あ
り
、
そ
れ
が
歌
碑
に
は
格
好

の
石
と
い
う
こ
と
で
、
す
ぐ
決
ま
り

ま
し
た
．
、
こ
う
し
て
段
取
り
は
順
調

に
進
み
、
せ
っ
か
く
の
卒
業
記
念
だ

か
ら
卒
業
式
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
石
材
店
の
店
主

を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
協
力
で
、
二
月
二
十
四
日
の
日

曜
日
に
据
え
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
父
母
も
生
徒
も
朝
早

く
か
ら
総
動
員
で
、
台
石
や
添
え
石

な
ど
も
父
母
が
ト
ラ
ッ
ク
や
建
設
機

械
を
使
っ
て
川
か
ら
運
び
上
げ
、
夕

方
暗
く
な
る
萎
み
ご
と
に
完
成
し
ま

し
た
。
文
字
ど
お
り
皆
さ
ん
達
の
汗

の
結
晶
で
で
き
あ
が
っ
た
歌
碑
と
い

え
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
歌
は
大
正
十
二
年
（

牧
水
三
十
八
歳
）
の
頃
の
作
で
、
　
「

や
よ
少
年
た
ち
よ
」
と
題
し
て
九
首

歌
っ
て
い
る
そ
の
中
の
一
首
で
す
。

今
か
ら
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
く

子
供
達
に
、
ひ
と
つ
の
さ
と
し
と
し

て
歌
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
自

然
詠
の
多
い
牧
水
の
歌
の
中
で
、
こ

の
歌
等
は
特
異
な
も
の
と
言
っ
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

レ
東
郷
中
学
校
の
歌
碑

、
つ

こ“
・
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⑩
町
立
一
己
の
話

東
郷
病
院
院
長

　
　
高
　
橋
　
弘
　
憲

　
今
月
は
病
気
の
話
で
は
な
く
、

院
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
立
病
院
は
、
内
科
系
【
名
、

病外

科
系
一
名
の
二
名
の
医
師
で
診
療
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
、
病

院
に
お
け
る
一
般
診
察
の
他
、
老
人

ホ
ー
ム
や
寝
た
き
り
患
者
の
定
期
往

診
、
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
の
健
診
、

予
防
接
種
、
各
職
場
の
健
康
診
断
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

日
曜
祭
日
な
ど
も
、
二
人
制
交
代
で

待
期
を
行
な
い
救
急
患
者
に
備
え
て

お
り
ま
す
が
、
御
存
知
な
い
方
も
多

い
よ
う
で
残
念
で
す
。

　
さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
現
在
内
科
医
で
あ
る
私
と
、

六
月
か
ら
着
任
さ
れ
た
整
形
外
科
の

中
間
先
生
と
で
診
療
を
行
な
っ
て
お

り
、
一
般
診
療
や
外
傷
等
の
整
外
的

疾
患
に
対
し
て
は
十
分
対
応
で
き
る

体
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
や
住
民
の
方
に
は
、
検

査
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
る
人

も
多
い
．
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
血
液
検
査
で
す
が
、
採
血
し

た
後
の
分
析
を
日
向
の
検
査
セ
ン
タ

ー
の
方
に
依
頼
し
て
お
り
、
項
目
は

専
門
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
充
実
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
、
遅
く
と
も
二
時

ま
で
に
は
採
血
し
な
い
と
提
出
が
間

に
合
い
ま
せ
ん
。

　
次
に
X
線
検
査
で
は
、
胸
腹
部
や

全
身
の
骨
な
ど
の
単
純
撮
影
、
透
視

台
を
使
っ
て
の
胃
、
大
腸
な
ど
の
消

化
管
造
影
や
腎
尿
路
造
影
な
ど
が
で

き
ま
す
。
当
院
の
写
真
の
出
来
は
県

内
で
も
有
数
だ
と
思
い
ま
す
し
、
山

影
に
関
し
て
も
、
過
去
の
フ
ィ
ル
ム

と
比
較
し
た
り
、
お
か
し
い
と
こ
ろ

は
県
病
院
等
の
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で

十
分
検
討
し
た
り
、
あ
る
い
は
積
極

的
に
次
の
検
査
で
確
認
し
た
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル

を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
内
視
鏡
（
カ
メ
ラ
）
検
査
も
最
近

普
及
し
て
き
て
い
る
検
査
の
一
つ
で

す
。
以
前
は
器
械
も
あ
ま
り
上
等
で

は
な
く
、
胃
カ
メ
ラ
と
い
う
と
す
ご

く
き
つ
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
器
械
も
進
歩

し
患
者
さ
ん
の
負
担
も
か
な
り
楽
な

も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
当

病
院
の
胃
内
視
鏡
は
、
電
子
内
視
鏡

と
い
う
最
近
の
も
の
で
、
他
院
に
あ

る
従
来
の
も
の
よ
り
分
析
力
に
優
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
テ
レ
ビ
の
大
画

面
に
映
り
ま
す
の
で
、
見
過
し
は
は

る
か
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
度
か
ら
は
気
管
支
鏡
も

導
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
肺
癌
の
発

見
や
、
疲
が
多
く
、
呼
吸
困
難
に
陥

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
救
命
処
置
に

効
果
を
発
揮
す
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
タ
バ
コ
を
多
量
に
喫
煙
し
て
い
る

方
は
、
胸
部
写
真
で
発
見
さ
れ
に
く

い
中
心
部
に
発
癌
の
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
検
査
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
他
、
肝
臓
等
の
内
臓
や
甲
状

腺
、
乳
腺
な
ど
を
観
察
す
る
超
音
波

検
査
、
心
電
図
、
肺
機
能
等
か
な
り

設
備
上
で
は
備
っ
て
お
り
ま
す
。
検

査
の
結
果
、
も
う
少
し
詳
し
い
検
査

や
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
し
か
る

べ
き
病
院
や
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
で
あ
ち
こ
ち
の
病

院
を
渡
り
歩
い
て
苦
労
し
て
い
る
人

も
い
ま
す
が
、
有
効
に
町
立
病
院
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

医
師
の
異
動

～
町
立
東
郷
病
院
～

　
六
月
一
日
に
東
郷
病
院
の
医
師
の
異
動
が
行
わ
れ
、
外
科
の
鈴
木
俊
一

先
生
の
退
職
に
伴
い
、
後
任
に
椎
葉
村
立
病
院
か
ら
中
間
季
雄
先
生
が
赴

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
紹
介
し
ま
す
。

嘱
．
ζ

　
　
　
融
　
灘

　　外　科
なか　ま　すえ　お

中間季雄先生

　
こ
の
た
び
、
六
月
】
日
付
を
も
ち

ま
し
て
東
郷
町
立
病
院
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。

　
私
は
、
昭
和
五
十
六
年
自
治
医
科

大
学
を
卒
業
し
、
県
立
宮
崎
病
院
、

県
立
延
岡
病
院
、
椎
葉
村
立
病
院
、

西
米
良
村
立
病
院
な
ど
を
転
任
し
、

昭
和
五
十
八
年
に
は
一
年
間
、
東
郷

町
立
病
院
に
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
専
門
は
整
形
外
科
学
で
、
中
で

も
外
傷
学
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
等
を
中

心
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
椎
葉
村
立
病
院

で
は
、
三
年
間
で
実
に
二
六
一
例
の

骨
折
、
外
傷
等
が
発
生
し
ま
し
た
が

幸
い
ほ
と
ん
ど
の
例
を
椎
葉
村
で
治

療
し
ま
し
た
。
東
郷
町
は
日
向
市
に

近
い
た
め
、
他
の
病
院
に
行
か
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
当
病
院

に
お
き
ま
し
て
も
出
来
る
限
り
の
治

療
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

手
足
の
関
節
に
痛
み
の
あ
る
方
や
、

ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
、
御
気
軽
に
当
病

院
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
積
極
的
に
地
域
医
療

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

レ
小
野
田
地
区
の

　
　
　
　
一
般
健
康
診
査

⑧
㊤
O

　
五
月
十
八
日
（
木
）
や
ま
び
こ
号

が
国
士
し
、
図
書
の
入
れ
替
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
成
人
用
＝
＝

○
冊
、
児
童
用
二
七
一
冊
の
借
り
入

れ
を
受
け
、
図
書
室
で
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
大
い
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

冒
～
す
一

　
最
近
、
映
像
文
化
の
影
響
を
受
け

読
書
人
口
が
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
脳
の
発
達
を
う
な
が
し
、
心
に

栄
養
を
与
え
る
た
め
に
も
、
↓
日
三

十
分
の
親
子
読
書
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
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野
球
チ
ー
ム
を

　　

@
募
集

一
町
野
球
連
盟
1
1

　
東
郷
町
野
球
連
盟
で
は
、
7
月
下

旬
か
ら
8
月
に
か
け
て
野
球
大
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
連
盟

で
は
、
町
内
の
野
球
チ
ー
ム
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
地
区
で
の
チ
ー
ム
、

職
場
で
の
チ
ー
ム
、
飲
み
友
達
の
チ

ー
ム
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ー
ム
の
参
加

で
に
ぎ
や
か
な
大
会
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
や
お
問
い
合
せ
ば
、

鶴
野
内
、
小
川
勝
正
（
含
6
9
1
2

1
3
7
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

偲
母
蘭
虫

　　

@　

謖
v
闘
瞼

▽
受
付
　
7
月
1
日
～
1
5
日

▽
試
験
日
　
8
月
1
6
日
～
1
9
日

▽
会
場
　
宮
崎
女
子
高
等
学
校

▽
願
書
請
求
先
　
宮
崎
県
児
童
家
庭
課

　
ま
た
、
こ
の
試
験
の
準
備
講
習
会

が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
受
付
　
6
月
1
2
日
～
7
月
1
2
日

▽
講
習
日
　
7
月
2
0
日
～
2
6
日

▽
会
場
　
宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

※
試
験
及
び
講
習
会
の
詳
細
は
、
役

場
住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

行
政
相
談
・

　　

@　

l
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
7
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
行
政
相
談
委
員

　
　
東
郷
冠
注
深

人
権
相
談
委
員

　
　
東
郷
町
寺
迫

　
　
　
　
　
羽
坂

　
　
　
　
越
表

山
口
俊
一

黒
木
利
雪

山
本
和
年

海
野
俊
男

心
配
ご
と
相
談

心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
　
7
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
　
二
期

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
7
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

赤
さ
や
ん
・

　
　
　
　
妊
婦
相
談

▽
期
日
　
7
月
1
9
日

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
坪
谷
の
甲
斐
諭
さ
ん
か
ら

　
（
フ
サ
エ
さ
ん
・
7
3
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
中
島
廣
吉
さ
ん
か
ら

　
（
ア
サ
ヱ
さ
ん
・
5
4
歳
ご
死
去
）

◎
田
野
の
黒
田
ヨ
シ
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
功
さ
ん
・
6
5
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
福
良
善
男
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ド
リ
さ
ん
・
6
1
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
向
山
光
義
さ
ん
か
ら

　
（
善
平
さ
ん
・
9
3
歳
半
死
去
）

九
電
だ
よ
り

川
で
サ
イ
レ
ン
◆
ダ
ム
放
水

　
九
州
電
力
の
水
力
発
電
所
で
は
、

雨
の
降
る
量
に
よ
り
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
た
め
川
の
水
が
急
に
増
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
放
流
の
前
に
は
、
次
の
よ
う
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
下
流

で
魚
釣
り
な
ど
し
て
い
る
と
き
は
、

す
ぐ
川
岸
へ
上
り
ま
し
ょ
う
。

＜約1分

やすみ10秒

く細分
やすみ㊨秒

く約1分

灘
馨
難
難

療
蘇
潔
蘇
薫
藻
潔
玉
藻
養
藤
藁
華
鎌

　
　
（
五
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

海 日 椎 関 橋 赤

野 高 葉 野 口
ち
や

智 悠 弘 聖 ん
の

春 愛 平 見 也 名

洋 義 頼 幸
一 父

の
文 春 彰 一 雄 名

坪 坪 仲 福 小 住
野

谷 谷 深 瀬 田 所

結
婚
お
幸
せ
に

（ （ （稲海 伊一 松関 氏

田野 東政 葉野

数 昭 日敏
富 名

代敏 泉彦 美郎

坪坪 鶴日 日福 住

野向 向

谷谷 内市 市瀬 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

向 福 黒 中 甲 太

山 良 田 島 斐 田
氏

善 こ
、
ド

ア
サ

フ
サ

喜
平 名

平 リ 功 ヱ 工 次

93 61 65 54 73 103 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

鶴 小 田 小 坪 小 住
野 野 野 野
内 田 野 田 谷 田 所
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